
教科 商 業 科目 簿 記 単位数 ３ 

学年 ２年 教科書 新簿記 新訂版 

学科 食化・生活 副教材 反復式 学習と検定 簿記問題集全商３級 新訂版 

 

学習目標 

① 企業における取引を、合理的・能率的に記帳する知識と技術を身に付ける。 

② 簿記の基本的な仕組みについて理解を深める。 

③ ビジネスの諸活動を計数的に把握する能力と態度を育てます。 

 

学期 単   元 学習内容・学習のねらい 

１ 

1 簿記の基礎 簿記の意味と目的について理解する。 

2 取引の記帳(その１) 仕訳と帳簿への転記について理解する。 

3 決算 仕訳から決算にいたるまでの簿記の流れを理解する。 

２ 

4 決算(その１) 決算整理の意味とその必要性について理解する。 

5 帳簿決算と財務諸表 決算手続き全体の流れを理解する。 

6 総合記帳演習 総合記帳演習をとおして簿記の総合力を身につける。 

３ 

7 総合記帳演習           〃 

8   

9  

課題 

・夏休みの課題 

・冬休みの課題 

・検定模擬問題 

 

 

評価の観点 趣        旨 

Ⅰ 関心・意慾・態度 自己評価表の提出 

Ⅱ 思考・判断・表現 小テスト 

Ⅲ 技能 検定問題模擬問題テスト 

Ⅳ 知識・理解 検定問題模擬問題テスト 

評

価

方

法 

各単元の目標の到達度を、四つの観点から「定期考査・小テスト」「課題やワークシート、

ノートの提出状況」「授業への取組」「出席状況」等をもとに総合的に評価します。（100 点

法） 

 

 



教科 商 業 科目 簿 記 単位数 ２ 

学年 ３年 教科書 新簿記 新訂版 

学科 園流･生活 副教材 反復式 学習と検定 簿記問題集全商３級 新訂版 

 

学習目標 

④ 企業における取引を、合理的・能率的に記帳する知識と技術を身に付ける。 

⑤ 簿記の基本的な仕組みについて理解を深める。 

⑥ ビジネスの諸活動を計数的に把握する能力と態度を育てます。 

 

学期 単   元 学習内容・学習のねらい 

１ 

1 決算(その２) 収益･費用の見越し繰り延べを理解する。 

2 取引の記帳(その２) 特殊な売買取引、手形取引について理解する。 

3 仕訳帳の分割 特殊仕訳帳について理解する。 

２ 

4 本支店会計 本支店会計について理解する。 

5 株式会社の取引 株式会社の取引について理解する。 

6 総合記帳演習 総合記帳演習をとおして簿記の総合力を身につける。 

３ 

7 総合記帳演習           〃 

  

  

課題 

・夏休みの課題 

・冬休みの課題 

・検定模擬問題 

 

 

評価の観点 趣        旨 

Ⅰ 関心・意慾・態度 自己評価表の提出 

Ⅱ 思考・判断・表現 小テスト 

Ⅲ 技能 検定問題模擬問題テスト 

Ⅳ 知識・理解 検定問題模擬問題テスト 

評

価

方

法 

各単元の目標の到達度を、四つの観点から「定期考査・小テスト」「課題やワークシート、

ノートの提出状況」「授業への取組」「出席状況」等をもとに総合的に評価します。（100 点

法） 

 

 



教科 商 業 科目 財務会計Ⅰ 単位数 ２ 

学年 ３年 教科書 新財務会計Ⅰ 新訂版 

学科 食品化学 副教材 反復式 学習と検定 簿記問題集全商２級 新訂版 

 

学習目標 

⑦ 財務会計について実務に即して体系的・系統的に理解する。 

⑧ 会計的側面から企業を分析する力を養う。 

⑨ 会計責任を果たす力の向上を目指して自ら学び、主体的・協働的に取り組む態

度を養う。 

 

学期 単   元 学習内容・学習のねらい 

１ 

1 決算(その２) 収益･費用の見越し繰り延べを理解する。 

2 取引の記帳(その２) 特殊な売買取引、手形取引について理解する。 

3 仕訳帳の分割 特殊仕訳帳について理解する。 

２ 

4 本支店会計 本支店会計について理解する。 

5 株式会社の取引 株式会社の取引について理解する。 

6 財務会計の基礎 企業と会計について理解する。 

３ 

7 財務諸表の活用 企業のディクロージャーについて理解する。 

  

  

課題 

・夏休みの課題 

・冬休みの課題 

・検定模擬問題 

 

 

評価の観点 趣        旨 

Ⅰ 関心・意慾・態度 自己評価表の提出 

Ⅱ 思考・判断・表現 小テスト 

Ⅲ 技能 検定問題模擬問題テスト 

Ⅳ 知識・理解 検定問題模擬問題テスト 

評

価

方

法 

各単元の目標の到達度を、四つの観点から「定期考査・小テスト」「課題やワークシート、

ノートの提出状況」「授業への取組」「出席状況」等をもとに総合的に評価します。（100 点

法） 

 


